
一般社団法人 日本自動車部品工業会

決算を行っていない企業は単独決算）により集計・分析した。

＜経済全体の状況＞

＜完成車メーカーの状況＞

＜部品メーカーの状況＞

（単位：億円）

ｐｔ －売上高当期利益率 ３.９ ％ ３.６ ％ -０.３

ｐｔ －

(親会社の所有者に帰属
す る ) 当 期 利 益 * ９,３４４ ９,３８０ ３６ + ０.４ ％

売上高経常利益率 ６.８ ％ ６.７ ％ -０.１

ｐｔ －

経 常 利 益 １６,３１３ １７,３９５ １,０８２ + ６.６ ％

売上高営業利益率 ６.２ ％ ６.１ ％ -０.１

営 業 利 益 １４,８０７ １５,６６０ ８５３ + ５.８ ％

売 上 高 ２４０,６４９ ２５８,０６４ １７,４１５ + ７.２ ％

２０１３ 年度 ２０１４ 年度 前年同期差 前年同期比

－３．２％となり、５年ぶりのマイナスとなった。車種別では、乗用車－４．２％、トラック

＋２．３％、バス＋２．５％となっている。

二輪車については５７．６万台、前年度比－１．２％となり、２年ぶりのマイナスとなった。

  自動車部品メーカー８２社の２０１４年度の業績は、以下のとおりとなった。

自動車工業会の発表による２０１４年度の自動車国内生産は、９５９．０万台・前年度比

日本経済は４月の消費税率引き上げに伴う駆け込み需要とその反動の影響を受けたが、景気の

緩やかな回復基調は続いている。一方、金融市場では８月以降円安・ドル高が加速し、１２月

には７年ぶりに１ドル＝１２１円台まで下落した。またあわせて株高基調が続いた。この結果

輸出比率が高い企業を中心に企業収益を押し上げる状況となった。

　なお、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）適用企業１社（全体に占める売上高比率１．３％）を含む。

２０１４ 年度の世界経済は、米国では金融緩和の政策正常化に向けた動きの影響が懸念される

ものの、景気回復基調が継続した。欧州でも持ち直しの動きが続いている。一方で中国やその他

新興国では景気の拡大テンポは緩やかになっている。

のうち、上場企業で自動車部品の売上高比率が５０％以上、かつ前年同期比較が可能な自動車

部品専門企業 ８２ 社の ２０１４ 年度(４～３月)の経営動向を各社の連結決算短信（※連結

２０１５年６月１９日

２０１４(平成26)年度　自動車部品工業の経営動向

一般社団法人日本自動車部品工業会は、 ２０１５ 年５月15日現在での会員企業 ４ ４ ３ 社

1



（億円) （億円)

増加したものの、特別損失計上額も増加した。 (P.６)

収益源であり続けている。 (P.６)

(P.７)

中長期的な需要の拡大が見込まれるため、日系企業にとってアジア市場はなお重要な

借入金依存率については、１３．８％となり、前年同期の１４．８％から比較して １.０

ポイント下がった。ただし、過去１０年間で最も低かった２００５年度では１２．５％であり、

それとの比較では依然として１．３ポイント高い水準にある。

での数値となるため、あくまでも参考情報としての位置づけとなるが、国内は売上微減・減益、

北中南米は自動車販売の好調と実稼働率の向上により売上・利益が増加している。

欧州は自動車市場の回復により売上・利益が回復している。アジアについては増収

増益となったが、利益率の面では２ケタを切る状態が２０１１年度第１四半期以降

１６四半期間続いている。これはアジア地域全般での労務費の上昇、競争の激化に加え、

政治的・社会的混乱による生産・販売台数の低迷が影響していると考えられる。ただし

各社の増益・減益要因を分析すると、営業利益の増益要因としては「好調な海外需要」や

「為替換算の影響」、「生産合理化などの収益改善策の効果」が、減益要因としては「製品構成の

変動」、「労務費・減価償却費・研究開発費の増加」、「円安による輸入原材料費高」、「一部

新興国における政策変更や社会的混乱の影響」が挙げられる。

収益構造を見ると、売上高の上昇に伴い、売上原価率、販管費も上昇した。また、営業外収益が

　以下は決算短信で地域別セグメント情報を記載している ４７ 社（売上高ベースで全体の ７０.６ ％)

金
　
額

売上高については、国内市場における消費税増税等の減少要因があったものの、好調な

海外事業と為替の影響により、前年同期に比べても７．２％の増収となった。売上高が２５兆円を

超えるのは、調査対象企業８２社としての比較が可能な２００８年度以降初めて。

このような状況のなか、営業利益は前年比で５．８％、経常利益は６．６％の増益となったが

当期利益は０．４％の増益にとどまった。

   売 上 高   営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 利 益
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対応が望まれる。 (P.８)

いずれにしても、引き続き海外及び国内市場の景気動向を注視すると共に、各社の機動的な

対して増収増益の予測である。（なお、日本基準適用企業７６社の予測。）

これは、海外景気の下振れリスク、原材料費・労務費上昇等の影響が懸念されるものの、現在の

原油安・円安基調が続くことによる利益押し上げ効果や、販売価格の上昇、売上・輸出数量の増加

への期待などによるものと考えられる。

２０１５ 年度通期の各社の業績見通しについては、年度全体では ２０１４ 年 度 実 績 に
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１．対象企業

社を対象とした。

２．経営分析の方法

各社の連結決算短信（連結決算を行っていない企業は単独決算短信）による。

３．決算状況

（１） 全体集計結果〔再掲〕 （単位：億円）

（補 足） 年度での増減

社 社 社

社 ( ) 社 ( ) 社 ( )

社 ( ) 社 ( ) 社 ( )

社 ( ) 社 ( ) 社 ( )４
※（　　）内は、
赤字計上会社数

(親会社の所有者に帰属
す る ) 当 期 利 益 ４５ ０ ３７ ４ ８２

４７ ０ ３５ ０ ８２ ０

―
※赤字幅が縮小した
場合は「増加」、赤
字幅が拡大した場合
は「減少」に含める

営 業 利 益 ４８ ０ ３４ ０ ８２ ０

経 常 利 益

増　 加 減　 少 合　 計

売 上 高 ７６ ― ６ ― ８２

ｐｔ －

２０１４

売上高当期利益率 ３.９ ％ ３.６ ％ -０.３

ｐｔ －

(親会社の所有者に帰属
す る ) 当 期 利 益 ９,３４４ ９,３８０ ３６ + ０.４ ％

売上高経常利益率 ６.８ ％ ６.７ ％ -０.１

ｐｔ －

経 常 利 益 １６,３１３ １７,３９５ １,０８２ + ６.６ ％

売上高営業利益率 ６.２ ％ ６.１ ％ -０.１

２０１３ 年度 ２０１４ 年度 前年同期差 前年同期比

営 業 利 益 １４,８０７ １５,６６０ ８５３ + ５.８ ％

売 上 高 ２４０,６４９ ２５８,０６４ １７,４１５ + ７.２ ％

占める自動車部品比率が５０％以上の企業 ８２

２０１５年６月１９日

自動車部品工業の経営動向【数値情報】

－主要上場企業８２社　２０１４年度　連結決算状況－

２０１４ 年 ４ 月 か ら ２０１５ 年３月までに決算期のある正会員上場企業で、売上高に
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①  売上高と営業利益の動向

社 ( % ) 社 ( % ) 社 ( % )

社 ( % ) 社 ( % ) 社 ( % )

社 ( % ) 社 ( % ) 社 ( % )

※（　　）内は構成比

②  売上高と経常利益の動向

社 ( % ) 社 ( % ) 社 ( % )

社 ( % ) 社 ( % ) 社 ( % )

社 ( % ) 社 ( % ) 社 ( % )

※（　　）内は構成比

③  売上高と(親会社の所有者に帰属する)当期利益の動向

社 ( % ) 社 ( % ) 社 ( % )

社 ( % ) 社 ( % ) 社 ( % )

社 ( % ) 社 ( % ) 社 ( % )

※（　　）内は構成比

７６ 92.6

減　 収 ２ 2.4 ４ 4.9 ６ 7.3売 上 高

増　 収 ４３ 52.4 ３３ 40.2

計 ４５ 54.8 ３７

42.7 ８２ １００

当 期 利 益

増　 益 減　 益 計

売 上 高

計 ４７ 57.3 ３５

45.1 ８２ １００

７６ 92.7

減　 収 １ 1.2 ５ 6.1 ６ 7.3

増　 収 ４６ 56.1 ３０ 36.6

経 常 利 益

増　 益 減　 益 計

７６ 92.7

減　 収 １ 1.2 ５ 6.1 ６ 7.3売 上 高

増　 収 ４７ 57.3 ２９ 35.4

計 ４８ 58.5 ３４

営 業 利 益

増　 益 減　 益 計

41.5 ８２ １００
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（２） 収益構造

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

（３)【参考情報】所在地別の売上高、利益の状況（注1） （単位：億円）

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％ ％

/ 社）が

％。（売上高ベース）（注2） 今回の集計全体の ７０.６

（注1） 各社の発表内容に差が大きく、地域別業績を発表しない企業（ ３５ ８２

増えたため所在地別の売上・利益については、 ４７ 社での傾向値として掲載。

―　

合 計 １８２,２１３ + ６.８ １０,７２３ －０.１ ５.９ ６.３

（ 消 去 ） -２１,７９２ ―　 -２２６ ―　 ―　

７.７ ８.１

分類不可等 ２,１７８ + ３.７ ７５ + ２２.７ ３.４ ２.９

２.８ １.８

欧 州 １５,８１０ + １３.４ ２８０ + ９.０ １.８ １.８
海

外

北中南米 ４７,３５３ + ２０.７ １,３０６ + ８６.３

ア ジ ア ４４,７７１ + １０.０ ３,４４１ + ３.７

前年同期
利益率

日 本 ９３,８９３ －１.３ ５,８４７ －１２.２ ６.２ ７.０

売上高 前年同期比 営業利益 前年同期比 利益率

6.3 - 0.2

(親会社の所有者に帰属
す る ) 当 期 利 益 * 9,344 3.9 9,380 36 + 0.4 3.6 - 0.3

税金等調整前当期利益 15,599 6.5 16,162 563 + 3.6

0.3 + 0.1

特 別 損 失 1,216 0.5 2,126 910 + 74.3 0.8 + 0.3

特 別 利 益 502 0.2 893 391 + 78.0

0.5

経 常 利 益 16,313 6.8 17,395 1,082 + 6.6 6.7 - 0.1

営 業 外 費 用 1,265 0.6 1,301 36 + 1.9

6.1 - 0.1

営 業 外 収 益 2,771 1.2 3,036 265 + 9.6 1.2

営 業 利 益 14,807 6.2 15,660 853 + 5.8

販売費及び一般管理費 22,690 9.4 24,349 1,659 + 7.4 9.4

売 上 原 価 203,152 84.4 218,055 14,903 + 7.3

売 上 高 240,649 100.0 258,064 17,415 + 7.2 100.0 ±0.0

84.5 + 0.1

２０１３ 年度 ２０１４ 年度

科 目 金額(億円) 構成比 金額(億円) 前年同期差 前年同期比 構 成 比 構成変化

（注2）

± 0.0

± 0.0

± 0.0
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（４）借入金依存率の動向

*Pt 借入金依存率（％） １４.８ ％ １３.８ ％ -１.０

 社債 (億円) ３,７６５ ３,８４１ ２.０ ％

 負債純資産合計 (億円) ２１１,７０１ ２３７,０４８ １２.０ ％

 短期借入金 (億円) １１,２４２ １２,２９３ ９.３ ％

 長期借入金 (億円) １６,４０５ １６,５１８ ０.７ ％

２０１３ 年度 ２０１４ 年度 前年度比(*差)
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年度の業績見通し

　（１）全体の業績見通し（対前年度）〔日本基準適用企業(７６社)〕 （単位：億円）

（億円) （億円)

　（２）全体の業績見通し（対前年度）〔ＩＦＲＳ(６社)〕 *実績値は日本基準ベース （単位：億円）

ｐｔ ― ％売上高当期利益率 ５.５ ％ ―

ｐｔ ― ％

(親会社の所有者に帰属
す る ) 当 期 利 益 ３,２０７ ― ― ％

売上高経常利益率 ８.４ ％ ―

ｐｔ ― ％

経 常 利 益 ４,９１９ ― ― ％

売上高営業利益率 ７.９ ％ ―

営 業 利 益 ４,６４４ ― ― ％

売 上 高 ５８,８２０ ― ― ％

２０１４ 年度実績* ２０１５ 年度見通し 前年度差 前年度比

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 利 益

金
　
額

ｐｔ － ％売上高当期利益率 ３.０ ％ ３.５ ％ ０.５

ｐｔ － ％

(親会社の所有者に帰属
す る ) 当 期 利 益 * ６,０６８ ７,３５６ １,２８８ + ２１.２ ％

売上高経常利益率 ６.３ ％ ６.０ ％ -０.３

ｐｔ － ％

経 常 利 益 １２,６０９ １２,７６２ １５３ + １.２ ％

売上高営業利益率 ５.６ ％ ５.８ ％ ０.２

営 業 利 益 １１,３４６ １２,３４０ ９９４ + ８.８ ％

売 上 高 ２０１,１９４ ２１１,４４６ １０,２５２ + ５.１ ％

２０１４ 年度実績 ２０１５ 年度見通し 前年度差 前年度比

４． ２０１５

'14実績 '15予測
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（５６,８７０）

（４,３１４）

（７.６％）

（４,７８６）

（８.４％）

（３,３１２）

（５.８％）
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　（３）全体の業績動向見通し　〔日本基準適用企業のみ〕

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

　※赤字幅が減少する場合は「増加」、赤字幅が拡大する場合は「減少」に含める。

年度は赤字予測］会社数

（４）全体の業績動向見通し（売上高と営業利益の動向）　〔日本基準適用企業のみ〕

社 ( % ) 社 ( % ) 社 ( % )

社 ( % ) 社 ( % ) 社 ( % )

社 ( % ) 社 ( % ) 社 ( % )

※（　　）内は構成比

以 上

7.9 １０ 13.2

営 業 利 益

増　 益 減　 益 計

売 上 高

増　 収 ５７ 75.0 ９

100計 ６１ 80.3 １５ 19.7 ７６

11.8 ６６ 86.8

減　 収 ４ 5.3 ６

※（ ）内は赤字［ ２０１５

0

(親会社の所有者に帰属
す る ) 当 期 利 益 45社 0 37社 4 82社 4 50社 0

0 35社 0 41社 0 76社

76社 0

経 常 利 益 47社 0 35社 0 82社

26社 0 76社 0

売 上 高 76社 ― 6社 ― 82社 ―

営 業 利 益 48社 0 34社 0 82社 0 61社 0

― 66社 ― 10社 ― 76社

15社 0

２０１４ 年度実績 ２０１５ 年度見通し

増　 加 減　 少 合　 計 増　 加 減　 少 合　 計
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